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　本岩を鏡下に検するに，その大部分に黒色千枚岩の元

1来の組織が明かに幾つており，この部分は纏れた條線状

をなして，・幾條にも平行に長く延びている炭質部と，そ

・の間隙を蟹める微細な絹雲母・緑泥石及び緑簾石の集含

とより成つ亡v・る’。この元来の組織を石英の細脈が片理

にそV・，或V・はこれを切つて縦横に毛細管状に貫入して

おりー，又元来の組織も相当珪化されている。こ（D石英細

脈は主として微細な石英の集合より成り，微細な緑泥石

を伴い，1細賑の縁辺に多く見られる。石英は往々歪を受

けており，方解石を伴うものもある。元来の組織が残つ

ていることからみて，本岩は明かに黒色千枚岩に珪酸そ

の他の成分が他より移動し，添加されて変成されたもの

、と，考えられる。

4．『鉱 床’

　本調査区域内で見出される鉱床は，南方に2ヵ所，即

　シ　キ　　　　　　ト　ト　ロ

ち本舖竪坑と土土呂坑とがあるのみであるが，ごれらは

　　　　　　　　　　　　　　ヒどラその西方に連続して広ぐ分布している日平旧坑群の東端

の一部である。恐らく旧藩時代に稼行ぜられたもので，

その詑録は残っておらず，且つ坑道は崩壊して内部を潔

く探る事が出来なV・。ただ土土呂坑坑口附近に厚さ10～

20cmの焼けが3枚認められるのみである。

　次に本調査区域内の地層の走向傾斜をみると，どの地

塊も殆んど北方乃至北西に傾斜する単裂構造を示してい

るが，西隣区域と同じくどの地塊も緩かな摺曲構邉を示

している。即ち北部地塊に於いては，地層の走向嫉東方及

び中央夕δはN60。～90。Eであるが，西方でN50％70。E

．であつて緩V・禰曲をしている。中部地塊ではその東方で

はl　N60。～900E　である～が，『中央ではN40。～60。Eで，’特

に激しく糟曲している所もみられ，南西方では再びEW

近くになつてV・る。叉本地塊の北西方区域でも走向の著

しい変化が認められる。南部地塊ではその東方はM5。

～400Eであるカ§，・中央で1まEW蛋丘くをこなり，西方では

N350～55。EとなつてIV・る。

　本鉱山の近隣には，吉の本鉱山をはじめ，旧坑や露頭が

多く分布しているが，これらの鉱床は何れも緑色岩類の

分布と密接な関係を有してV・る。即ち従来の調査によれ

‘ぼ，この地方に於V・て堆積岩類の比較的変成度の高い区

域に緑色岩が数多く滋入しており，叉鉱床の分布も多く，

これらは因果関係を有するものと考えられている。今回
1
の
調 査によつて，・本区域内に多くの摺曲構邉を見出した

’が，又特に激しく摺曲してV・る個所もみられる。然しと

れらの場所には前述の如く鉱体の霧頭叉は鉢石等は殆ん

ど見出されていないのであるが、緑色岩類の夢布は既知

鉱体が分布する西隣区域に劣らず，北部地塊に於V・ては

寧ろそれよりも広大な面積を占めている。上述の如く鉱

床の存在を断定し得る材料は地表地質調査によつては見・

・当らなかづたが，摺曲構造や緑色岩類の存在によつて，

この区域は一応物理探鉱を施行する必要が充分にあると

・認められる。　（昭i和26年1月調査）　、
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Py卿hy皿iteDe整ositoズ重heK乱n慮漁
　　　Mine，：Nag⑳no　Prefecture．

　　　　　　　　　by

・ShOicぬi　Iwao　and　Tak3yoshi　Ooshinia．

　、Th¢mine　is　situated茸ear　by、theyutanak段

盈ot　spring，to　the　western　side　of　Shiga

Plateau，Nagano　Prefecture，＼and　its　deposit

，has．beenl　exploited　fQゴもome壷葺毎t　Long　time

・a60ne　of　the　m儀in＄ourcG　of　powde零and

ref1’actory　raw　materials，keeping　the　output

of400－80g　metric　tons　per　month．1

　Detai1丘e玉d＆nd．ullderground　survey　of　the

m歌ill　I）art　o至the　min串together　with　core

大島　敬義＊＊

dr玉11illg　was　car置ed　on，in1948and1950under

‡he　auspices　of　Geo亙ogic鼠1Survey，with’a

view　o至investigalting　the　cha．racters　of　the

deposit　alld　obtaining　the　useful　idea　for

prospect玉ngandalsoestim段ting6rereser》es．

　Some　f訊cts　which　arδworthy　of　specia1
』attentlon．aγe　revealed　as　follows；

　1）Zo舩1arrange由entofdifferentkindof
幅U、rockalterationfromthe・centerofthe
ore　bodies　in　the　manner　such　as　zone　Qf　high

grade　pyrophyllite　zone一二→pyritic　pyrophyr

litez・n¢一一→int？rmedi段teZ・ne一→£reS五grlgi・

nalrocks．

　2）　Con且ned　location　of　the　ore　bo（iies－at’

遇鉱床部非金属課長　繍元鉱床部員，資源庁鉱山局

11一一（307）



地質調査所月報（第2巻第7号）

．the　intersection　of　two　setsof　the　aユtered　zone。

　3）A5sociation　of　silica．te　minerals　cham－

cterized　by　vola，tile　components　such　as　B，

Cl，F　as　well　as、sulphide　minerals　w璋ch　is

char歌cteristic　to　the　hydr6thermal　metallic

ore　depoSits　of　the　Tertiary　a，ge　in　Japan．

　　　　　　　要　　　約
　L　金倉蝋石鉱山は長野県下高井郡平際村金倉にあり

金倉鉱山株式会杜の所有である。

　2．ここの蝋石は古くは紡績用クヒー原料として，戦

時中よわ耐火物として，そして最近は従来用V・られてV・

なかつた含硫化青蟻をもこれを水簸して耐火物その他に

用V・る計画がなされてV・る。過去の出鉱量4～800ton／月，

現在の出鉱量，月約4～500ton，その中，A粘土約40％，

B精土約60％を占め，関信地区の重要嬢石鉱山である。

　3．調査は昭和23年5月と25年10月の2圓程行
われ，その結果鉱石の詳細な鉱物的性状を除V・て略々鉱

床の形状を明がにすることができた。第1回の調査には

試錐及びハンドボーリソグを併用した。

　4．鉱床は主として安山岩質熔岩及び同擬灰岩を母岩

とし，略々E－W，NE－SWの弱線に浴つた鉱化作用に従

っで生じた塊状蝋石鉱床で第る。

　5．主な鉱床は第1より第4迄の4鉱床であり，何れ

も概ね上拡りの葺状筒状を呈するものの様である。母岩

の中，凝灰質の部分はcap　fockと見倣される。鉱床の

存在個所は大体前詑2方向の変質帯の交点に求められる

ようである。　　　　・

　6，最も形状の判然としているのは，第2鉱体で1径

約25m×20m，潔さ約70m余の筒状形である。

　7．鉱床賦存区域の地表には地辻り頻発し，地ヒリ堆

・積鉱床及び現地漂砂鉱床が薄く覆つてV・る。

　8．．鉱床を囲む変質帯の発達は著しく，硫化物を含む

青螺帯及び珪化帯から戊る。即ち鉱床を中心として，鉱

i床→含硫化青蠣1（Fe・rich）帯叉は珪化帯→撮岩なる特質

的な累帯配列を認め鴛る。

　9．従来稼行されてV・た鉱石はpyrophylliteを主成

分とし，しぼしぱdiaspore，2unyiteを伴い，時にこ

れ等を主成分とするものがある。低品位鉱には若干の石

英を混える。叉，halloysiteを少量伴つてV・る疑V・があ

る。耐火度は低品位鉱SK＞31，ダイアスSK＞37，高品

・位鉱SK≒34，ズニSK＞34である。

　10．鉱石及び鉱床は次の、点が非當に特徴的である。

　（a）焼締りが非常によく，その温度範囲が広V・こと

　（b）zunyite・電気石・燐灰石等を伴い，halloysite

を伴5疑いのあること、

　（c）　露岡玉を全く｛半わぬζと

　くd）石膏。方鉛鉱・閃亜鉛鉱・螢石・黄銅鉱・潮銅

鉱等黒物に特有な鉱物を伴うσこと

　（e）　露天に放置すると短時日で秀ろく崩壊’ず1ると二と

　（f）鉱床を囲むFe－richの変質帯の含鉄鉱物が硫化

r鉄で代表．されてV・ること

　ヌ1』変質帯の中，含硫化青蝋は水簸試検によるとこれ

から約50％の実収率で，20μ～5μ，SK33～SK34．の製

品を得る見透しが略々確実である。

　12．鉱量は次の通りであるる（大部分予想）・

　硫化鉄を含まぬ蟻石　　・　　　約21万t以上

　硫化青蝋　　　　　　　　　　一約84方t以上

　13．現在の稼行の中心、削ま尾根頂上掘割・六坑・十一

坑であるが，含硫化青蝋が水簸原鉱として利用し得るに

至れば，更に計画的な探鉱・採鉱方法を考究せねぱなら

なV・。

　14．探鉱方針としては，’

　第1鉱体下方・第1鉱体北方の鉱体・第2鉱体の上

　部の坑内探鉱，変質帯り広範な調査を必要とし，

　採鉱方針としては，

　鉱体内の坑道をより規則正しく設け，r落込み」の量

　が少い場合には上部坑準から残柱空洞掘りを行V・，

　鉱石の処置としては，

　硫化青蟻水簸の回収率を高めることと，それぞれの

　品質別用途に特に留意する必要があろう・因に現在

のところ水簸物は鉄分に甚しく乏しく，且つ晶質良好で

斑が少いために耐火煉瓦用として優秀な原料となると見

られている。

　15．硫化青蟷の水簸が殆んど成功したので鉱山の将来

は非1常に明るV・。

1．緒 員

金倉鉱山は関信地区蝋石の産地として有名であり，近

時は米子鉱山と相並んで同地区内に於ける重要な鉱山と

して活躍している。就中，この蝋石は関西地区の蜷石と

その性質を稽々異にし焼締り甚だ良好であると言われる。

第二次世界大戦より終戦1直後にかけて耐火物としての

蝋石の需要著しく増加し，家来多年の出鉱を続けて“た

同鉱山としては更に計画的採鉱により増産にそなえる爲

に既知鉱床の形状を確め・新鉱床を発見するρ要を生じ

本所に調査を依頼して来た。これに応じて本所大島他3

名が昭和25年5月27日より6月5日に亘り，ボーリン

グ及びハンドオ・一ガーを以て調査を実施し，始めて鉱床

の全貌を明かにし，別項に述べる通りの結論を得た。こ

の結果明かになつた主なことは次の3点であつた。
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1．・鉱化作用はSW一：NEの弱線に沿つて行われた。

2。第4鉱体の形状が明かにされ，それによると地下

約10～20m附近に極めて平扁な形をなして賦存する。

3．第1鉱体より第4鉱体に至る4つの鉱体の中，第

1・第2・第4はそれぞれ殆んど同じ規模で鉱量極めて大，

第3鉱体だけは小規模で毒る。鉱量総計は約70万t余で

ある。但しこの中には硫化鉄を多量に含むものは計算さ

れていない。

その後昭和25年に至り，鉱主若林滋氏は従来硫化鉄

を多量に含有する爲に廃石となつていた蟻石もこれを水

簸することに依つて使用可能にするζとが出来るに非ず

やと着想し，種々試験を行つた結果，略々その可能なこ

とを確め得た。

、従つて必然酌に次いで生じた問題は，このように硫化

鉄に富む蝋石鉱床と従来採掘していた蝋石鉱床との関係

を明かにして両者を計画的に採掘処理する基礎的な資料

を得ることであつた。

　この目的で再び鉱床の調査を依頼して来たので岩生は

命により，資源庁鉱山局大嵐技官聾と共に昭和25年10

月16臼より4日間，鉱床に関する綜合的な結論を得可

く従来の調査資料を参照して調査を行つた。

調査の結果（ユ）新たに明かになつた事ほ要約に於て

述べた通り、であつで・との鉱山の計画的稼徹ζ非常に有

利となるものである。

2．‘位置と交i遇

金倉鉱山は長野県下高井郡平隠村金倉にあつて，長野

電鉄湯田中駅の東方約2km，川の右岸山腹に位し9交通

及び鉢石搬出の便に極鯵て恵まれている。

鉱石の搬出は次の方法による・　’

　山　元→貯鉱場　　1km　　安全索道

　　　　　　　　　　奪志原高原
0　　　　書　　　2km・

貯鉱場ブ湯田中駅2km　自家用一ト．ラツク又は馬車

3．浩 革

　大正8年4月東亜耐火工業株式会社が採掘を始め，後

同社重役春日善之助の経営となり，昭和17年現鉱業権

社金倉鉱山株式会社の所有となり，今日に至つている。

この間主としてギイアス叉は紡績用クレー原料蠣石を稼

行し，産額の項に於て述べるが如く相当の実績を挙げ，

戦時中から耐火物用とし七出荷し一時多量の出鉱を見た

が，終戦後一時縮少の止むなきに至つた。しかしその後
『
再 び耐火物用としての生産を開始し，近時は特にこの鉱

由の蝋石が耐火物として特有の良好な性質を有すること

も明かとなり，－月4～500to卑程度の生産を拳げるに至

つた。且つ最近は新鉱体の発見・既蜘鉱体の形状の確認・

鉱体を囲む硫化青蝋の水簸による利用等に力を致し，計

画白勺採鉱と操業を試みつつあろ。

4．・経営巻及び鉱業権

経営者金倉鉱画株式会社（代表者　若林　滋）

　　車京都渋谷区大山町15

鉱業権長野県試登第4895号
　　金・銀・銅・鉛・亜鉛・硫化鉄

第1図　位農図

（蓮搬能ヵ鵠1日8時聞120ton，但し1／8ton積バケ

・ツ予30個（6イ固取外し）

5．　β召孝023年5月　27　日一一6月噺日

　の調査に從つて得られた結論

調査者商工技官大島敬義＊』（鉱床調査）

　　　　同　小川清（測量）
　　　，閣購憲謝（試舞）
調査方法　弛形測量　試錐及び鉱床地質調査

，地質及び鉱床本鉱μ一1附近は志賀高原を形成する熔岩

　流の基底をなし，第三紀に属する安山岩類より成る。

　鉱床は安山岩質凝灰岩層及び安山岩流の互層した部

、分に胚胎されたもので，撮岩は広く変質して珪化帯

　を形成し・その中に少くと』も4個の塊状交代鉱床が

　存在してV・るO

地表，坑内及ぴ試錐調査の結果に依れぼ1鉱床の規模

形状は次の如くである。

第1鉱体：裏山，尾根以東に胚胎され楕円形を呈し∫

　　　　長径70m，短径30m以上に亘つて存在が

　　　　確認されている。鉱石は褐赤蝋石である。

第2二鉱体：崩壊した谷の中央にあり，従来最も長く

　　　　稼行零れた鉱体であつて円筒状をなし・

　　　　直経約40m，高距70m∫メ上に亘つて発

ぎ第1同調査当時，同技官は地質調査厨所員であつた。
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　　　　　達するもので，本鉱床は外側に青色蝋石，

　　　　　内側に赤色畷石を有し，ダイアスポアを

　　　　　多く含んでいるものである。

　第3鉱体：第6坑分岐点附近にあり，経2Qm程度の

　　　　　円筒状をなす赤螺石及びダイアスポアを

　　　　　産した。
　第4鉱体＝選鉱場建屋下に．あり，東西70m，南北約

　　　　　65mで深さ平均20mの円形扁平な塊状
　　　　　を，なしており1粘土状赤蝋石及ぴダイア

　　　　　ス1ポアをイ半う。

　以上の4鉱体の他に，これ等の中間に脈状の鉱床があ

つたと考えられ，この地域の鉱化作用はSW－NEの弱

・線に沿うて盛んに行われたものと息われ，他地方の蟻石

鉱床に比して特徴あるものである。

鉱石　鉱石はpymphylliteを主成分とする蟻石であつ

て，これにdiasporeを伴5鉱石を労類すると次の如く

である。・

　1．　d1aspore一ダイアスポア

　2．　pyrophyl1虻e　十　diaspore　or2unyite一混鉱　●

　　　綺鉱
　3．pyrophyllite一赤蝋石’・青蝋石

　本鉱山の蝋石鉱床に産する随伴鉱物には，螢石，明馨

石，石膏，方鉛鉱，閃亜鉛鉱，黄銅鉱等がある。上記の

各種蝋右の分析結果は次の如くである。

　　1gL6s・ISiqlA1・・縄・31Ca・IMg・ISK

、4．52！δ，49183．5・1、．。61α461・．・g縁・』

　　l　l　l　口
1謝1講1講1：llに二
　　　　　　　　　　　　3712．5213。．51t46．5411．351。．79。．55

12．5。31．68154。481。．φ31。認。。27

　　　　　　　　　　　　3ブ＋第2鉱体
　　　　　　　　　　　　　のもの6．46159．34132．331。．93L－

　　　　　　　　　　　　32　、1　　　　｝　i
　　　　　　　　　　　　33（第4鉱体）7．0255．93，33。17　　1。950．32＝0。71
　　1　　i　　　　　l　l

、叉これを使題した煉瓦の気孔率も小さく全般的に良好な

原料である5

　平均品位

　　第1鉱体　A1203　40－45％／SK35r－36

　　　　　　　　　　　　　　　ダイアス　　第2　”　A120330－40％／SK32－35　及び蝋石

　　第3　〃　　A1203　　．45％／SK36

　　第4　〃　　AI203　30－35％／SK32－34

　　全体平均　A1203　35％±／SK33－34

　（旧坑よりの粗購在庫）

　　鉱　　量　　　　推定　　25，000－30，000ton

　　品　　位　　　SK．　30－33　　（日本傘岡管重則定）

　結　論
　（1）本鉱山の蝋石は耐火物原料蝋石としては品質良

　　　、好であり，鉱量も相当大である。合計約73万ton

　（2）今後は耐火物原料蝋石を主体どして稼行すべき』

　　　であり，稼行條件から第1鉱体の開発が望まし

　　　V・。

　（3）関東地区煉瓦工場に対する原料供給源として重

　　　要であり，製鉄鋼業の復興に伴う煉瓦原料増産

　　　対策の一環として，本鉱山の増産は望ましい。

6・前回の調査から今回の調査迄の変化

ダイ〆ア

スボ．ア

　〃

混鉱

蝋石
白蝋石

赤蝋石’

赤蝋石

　地形の変化；昭和24年9月長野地方を襲つた大雨の

ため，第3・第4両鉱体附近の土砂が面積約80m×30m，

厚さ約2～5m余に亘つて，第4鉱体の西南側下方に向

つて，その方向に地辻りを起し六号坑坑口を壊し，地貌

にかなりの変化を来したが，直ちに地ヒリ末端の土砂を

取除き土止めを施し現在の地形となつた。一号鉱体露天

掘り及び翁面を覆う捨石・地辻り土砂等の処理により多

36　第1鉱体　少地貌の変化が見られるが，大勢に影響はない。
　のもの一

　以上IF明かな如く，ダイアスポアは他の鉱物を含有す

，ること少くAl20380以、Lを示し，叉普通の蟻石に於て

も若干のdia3p6reを伴うことは明かであ、り，又zmyiむe　9

をも伴つてV・る。故に蠣石としては，耐火度何れも高く

叉粘着力大，絵確容易で練瓦原料としで使用に便であり，

　　　　　　　　　第2図　　系　緬　図

因にこの鉱山に於ける地ヒりは，古来大雨の直後しば

しば間撒的に稽々著しく，叉間断なく微かな連続的地ヒ

りを行づており，この附近の蝋石化帯に見られる特有の

現象の如くである。

貌i澄の延畏叉は取明叉は崩縷』

　（1）．一番坑東半部の取明済み，再び一部崩壊

　（2）．、十一号坑北東向引立取明済み，北向け立入れ第

2鉱体内引立附近取明け及び鐘押階段切上り，立入れ中途

より西北酉方向け斜め立入れ新掘進し鍾押し坑道に接続

　　　　　　　　　（3〉．第3鉱体内堅坑取明

たるも地辻り前後に再び崩壊

　（4）．六号坑坑口附』近地ヒ

りにより崩壊したため，新た

にその西方に坑口を設け，坑

口から約40m奥で連絡，六号

、『14一（310）
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フロヒ呈5イトイヒεた安山岩
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第4 図金倉鉱山・蝋石鉱床断面図
　1：硫化鉄を含まない蝋石鑛床（赤蝋●嵜蝋。ズニ等）

　2：硫化鉄亀含む蝋石鑛床（畜蝋楚主ミする）

　3：蹉化体
　4：プロピ・ライトイヒした安山岩（鑛味iの偲じ堤嬰硬）

　5：地虹1〕堆積鑛床及び原地漂砂鑛床
　6＝凝灰岩暦

　　　　　　　　　　　　　　鴫
ごノ

坑引立，第2鉱体附近取明済み，再び一部

崩壊。

　（5）．第4鉱体内堅坑地虹りのため崩壊，

同水平坑道の崩壊状態不詳。

　（6）．第十二号坑東半部取明済み。

　このように取明後再ぴ崩壊したのは地ヒ

リに起因するものもあるが， 他の地方の蝋

石鉱床と同じように採掘に伴つて天井の蝋

石が序々にずり下つて来るためもある。こ

の鉱山では坑内でこの様にずり下つて来た

鉱石のことを「落込み」と称している。

　採掘親昧況の変化　i著しy・変∫ヒはなV・カ§，

第2鉱体上部及びその下方に分布する捨石

或は地虹り堆積物を処理して鉱石を選別し

ていること，及び硫化鉄を多量に含む蟻石，

即ち水簸原鉱の採掘をも行うに至つて“る。

’水簸施殺の設置　硫化鉄を多量に含む蟻

石を処理して耐火物・粉材及び副産物とし

て硫化鉄を得る可く半ぱ試験的に現場の建

屋を一部利用して水簸設備を施した。その

系統図を示ずと第2図の通りである。

　　　　　15
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5図　金倉鉱両第2鉱体透覗図
硫化鉄を含まない蟻石鋸床（赤蝋。青蝋・ズ晶解1
顛壼イヒ鐵を’含む唾蛋石鑛跡…（習蝋を主とする）

プロピライト化した安山岩（鑛房…の母岩堅硬）
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長野県下高井群金倉鉱噸麟石鉱床調査報告（岩生周一・大島敬載）

　　　　　　　7．今難の調喪

　調査者　通商産業技官．（地質調査所）　蝦生周一

．’　　　　通商産業技官、（資　瀕　庁）大，薦敬義

　修正測量　通商産業技官　（地質調査所）　紬井丈雄

　調査方法　主として坑内調査及び従来のデーターの現

　　　　、場に於ける検討，地虹り後の修正測量，第

　　　　　六坑，第十一坑の修正測量。

　調査年月日　昭和25年10月16日一19日

　　　　　8．地質及び鉱床の概略

　鉱床は時代の明かでない安山岩質熔岩・同凝灰岩等の

じomplexを母岩とし，主として熔岩中に騒胎した塊映交

代鉱床である。

　幾つかの鉱床を取囲んで広くi珪化帯及び硫化青蜂1帯が

発罷しており，鉱床の形及びそれ等の変質帯の形と分布

齢態から推定すると，鉱化作照は主としてE－W及び

NE－SWの方向の弱帯に沿つて行われたものらしい。

　各鉱床の形は下部は筒状，上部は葺のように上拡りの

傾向を有し，特に原岩の凝灰質の部分を冠岩cap　rock

とするように見える。変質帯も同じ様に上拡わの傾向を

有する（第3図～第4図参照）。

　鉱床には原成のものの他に地虹り堆積或は原塊漂俵に．

由来すると思われるものがある。

　　　　　　　　　　　　諦毎愈

　　　　　　　　　　霧奪熱

　　　　　　　　髪纂豪楡》

9．鉱 庫

　激な鉱体が第1，第2，第3，第4の4個であること
一
は
，
前
回 の調査の結果と伺様であるが，それぞれの規模

及び形状の推定に若干の修正が加えられねぼならない。

　第1鉱体　長径約7g卑，短径約70～30mの鉱床で

　あろが，下方へ向つて急激に縮少した筒状鉱体に移、

　化するもののようである。

　第2鉱体長径約20～25m，短径約8～20m，既郷深

　度約70m余の筒状鉱床で，最上部は若干拡がつで

　いる。叉小分枝体を伴う（第4図～第5図参照）。

　第3鉱体　形を推定することカ§困難である那，ノ」、規模

　　である。　　　　　　　　　　　　　塵

　第4鉱体長径約50m，短径約40m，厚さ約5・》10

　　m，下底が緩く波打ちつつ南へ向つて緩斜する中凹

　　みの盆地形の鉱床である。下部に連り下方へ延びる

　筒状鉱体を伴う証拠はなV・が，その可能性はある。

　以上4つの鉱床の中，第2鉱体は主として坑疸により

第4鉱体は主としてボPリング及び，一部坑道によつて

’その形が最も推定し易V、けれ共，おな確実なものではな

く確定鉱量の計算は不可能である（第6図参照）。

　第2鉱体の西方約15m，同じく牝東北方約60m及び

90mにそれぞれ鉱体の存在が認められるが，その規模，

　　　　　　形状は殆んど不詳である。

　　　　　　　第3鉱体附近から第4鉱体の位置に

　　　　　　豆1つて，谷間を埋めて厚さ10m足ら

　　　　　　ずから2～3mに亘る地たり堆積或ぱ

　　　　　　　　　　　1、、r’・嫌きき＼
　　　　　　　　　　1、、、、ぜこ｝猟’、、、’

　　　　　　　　　　’ノ1鴇～禦規》
　　　　　　　　ノ　　び　　ヨ　ロ　ロ　し　も　　　　　　　　び
　　　　　　　　〆酬オ朕’■’
　　　　　　　》麻．亀　　・、・、
　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　ヨヤ　　　　　　　　、、　　、　　ガ
　　　　　　　　も　　　　　へ
　　　　　　　　　、　　44　　　　　0　　　　　　　　　20m
　　　　　　　　　・ゾヲ

第6図　第4鉱体（硫化を含む青蝋（基盤）の表面の形を示す地下等高線

　　　　　　　　　Bl～B4＝ボーリング地点
　　　　　　　　　基盤の表面・傾斜方向

原地漂砂鉱床が広く発達している。部

分的に水底に堰止められ，水底に流積

した形跡を示すところもある。

第1鉱体の南部ジ山の東側斜面を覆

うダ』イアスボア小額樂に富む表士は原f也

漂1砂鉱床の一種と考えられる。

二礁変質帯
　鉱床と変質帯との境界及び変質帯と

原岩との境は，比較的判然としている

カ｛，　変質帯の中の音B分白勺差異をき＝境カミー一

般に漸移日勺‘6ある。i変質帯は：大：男班して

珪化帯と硫化青蝋帯とに区別出来る。

　硫化青蟷帯は主として硫化鉄微晶と

pyrophylhteから成る鉱石から成り，

水簸原鉱として採鉱し得るものである

が，灘分自勺に石英に富み，珪化帯のも

のに近い性状を示す部分を混えているポ

17一（313）
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その量は莫大であり，従来鉱石として稼行されてV・た

ものの数倍以上に達ずる。

∬．鉱 石

鉱石に関しては‘研究調査共に甚だ不充分であつて，別

の機会に研究を進める予定であるが・現在埠の蜘識を纏

めると次の通りである5

鉱石はpyrophy11iteを主成分とする蝋石であつて，

これにdiaspore，zunyite等を伴うもので，次のように

分類されている。

　（1）　ダイアス………diaspore

　（2）　　白　　　　虫醸……　…py士op五yllite　＋　zunyite

　　　　　　　　（十　diaspore）　　　　SK＞37

　　　麟量鼎蟻麟馨｝・K・34

、（3）赤　　蝋………pyrophy11ite（多少石英その他

　　　　　の不純物を混えることがある）　SK㌔．34

　（4）青　蝋一9－pyrophy11ite

　　　　　（＋quartz＋Fe－sulphide）　SK29～32

　（5）A．粘土………赤蝋の塊＋蝋石粒土　　SK33

　（6〉　B．粘土……』・・硝んど蟻石粘土　　　SK＞31

　（り特　　号………赤蝋の尤も純梓なものSK34

6／癖☆貯’・’

　　　　←y

　　第7図　金倉鉱山水簸原鉱

　　　Ap；燐灰石
　　　P：パイロフィラィト（少量石英粒）

　　　Q；石英粗粒集合体
　　　Py；硫化鉄

確定的ではなV・が，六号坑レベル第2鉱体東端変質母

岩中に．Pyrophylliteに混つて＝halloysiteらしいもの（殆

んど等方性）が多量に鏡下で認められるので，微量では

あるが，或は鉱石中にもha110ysi重eを伴うに非ざるやの

疑v・がある。とれは旭ガラス尼崎工場に於ける加熱瀞量

曲線からも示唆されている。随伴鉱物は詑録によれば螢

石・明馨石。石膏・方鉛鉱。閃亜鉛鉱・チタン鉱物・黄

銅鉱・翻銅鉱・硫化鉄等があるが，現在認め褥るものは

右膏。硫化鉄だけであり，今回の調査で断たに電気石，

燐灰石の存在が認められ（寛7図）叉は武司氏に依り含

『水マグネシア・アルミナ化合鉱物（〉ド決定）が認められ

ている。

　　第8図　金倉鉱山蝋石中の放射熾電氣石

　　　　Tn：放射朕電氣石
　　　　　P：パイロフイライト
　　　　KP：カオリン鑛物十バイロフイライト
　　　　Py：　硫化鉄．

石都鉱石の鋤い割目に沿ρて長さ1m納外鱗瓢
小結晶として散布附養しており，r特に特徴ある矢筈形の

双晶を示している。

硫化鉄は主として硫化青蝋帯中の蟻石鉱に伴うもので

径0．5mm以下の小晶として産する事が多いが，時には青

蝋に，叉稀に赤蝋に伴う。叉時にS40％程度の小塊を

なすこともあると言Dわれる。

　電気石は六号坑引立近くの第2鉱体南側外縁に著しく

濃集してV・るのが認められる。外観淡青～青色，径1mm

内外の放射状築合体の集まりであつて，鏡下では次の光

学性を示す。（第8．図ン

　Ne；＝　1．643〆No罧　1．663，　No－Ne＝　0。020

　Z鍔palegreenishblue，X＝nearlycolourless（岩生測定）

　試料をアルカリ熔融後，更に塩酸に熔かし，ターメリ

ツク紙による試験をしたところBを確認し得た。（種村）

同様の鉱物億第4鉱体No．1ボ戸リングによつても多量

発見されたと言う。

　螢石は無色乳白色。淡黄色種を主とし，四号坑に．5黄

銅鉱は二号坑に，瓢銅鉱は四号坑に，方鉛鉱は六号坑に

産したと言われるが，その状態は明かでない。
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長野県下高井廊金倉鉱山蝋石鉱床調査報習（斜生周一・大、島敬義）

　ダイアスに伴つて褐鉄の汚れが著しいことは特に目立

つ。ダ‘イアスは赤史醗を主体とする鉱床の中に不規則網状

を呈して産す璽る。

　この螺石鉱床の最も著…しい特徴は，コランダムを全く

伴わないζと，zunyiteを相当量伴うこと，電気石を伴

うζと，螢石・硫化物・石膏等V・わば黒物鉱床に特有な

鉱物を伴うこと，鉱石に微量のhalloysiteを伴う疑V・

があり，鉱石を露天に曝すと短時日で脆く崩壊し易くな

り，焼締りがよく，その温度範囲が広いこと等であつて，

こり鉱石の特異性と何等かの関連性を暗示するものかも

知れない。

鉱石中のpyrophylliteについては武司氏の研究（）が

あり，それによると次の通りである。・

　　　α謂1．554　Sio2　63，41

　　γ一・・595輪，／29・66

　’γ一α躍0。041　　Fe203　0．43

2V（一）躍29。～30。　FeO　O．28

　　　　　　MnO　　＿
　　　　　　MgO　O。27、

CaO　　O．03

Na2q　　　o。31

K20　0．24
Hゑ0（一）0．56

11120（十）5。29

To亡al100．48

　　　　　　　　　　　Sio2／AI203　3．67

従来詑録された鉱石の化学成分は次の通りである（第

1回調査の項に詑したものを除く）。

水線試験はなお試験期にあり，特に実収率と製品の品

質おの関係に就では結論を得でV・なV・。唯簡単な浮洗V・．

鐘流し試験によつで硫化鉄を除去し，耐火物として優用

し得る程度とし1たものに就て1は

　実収率　約50％

粘蹴｛難ll三鞍
叉，山元モデルタイプによる水簸試験の結果は，

　水簸麟石　　　　50～55％

　硫化鉱　　30～35％
　作業による10ss15～20％
であつて，目下硫化鉱の精製水洗を研究中。残ll査は硫化

鉄を多量に含み，その含有量は．

鞭秀：：：港籍；3認：ll髪｝灘霧

であつた6

　　　1正3．鉱床を中心とする累帯構逡　一

．筆者の1人岩生は前峠山口県宇田郷の名振鉱山に於け

る蝋石鉱床に於で，蝋石鉱体を中心として，

　蝋石富鉱体→珪化帯→黒盤（Fe・rich）（含チタ彰

　赤鉄鉱）→母岩（齢岩）

　　　　　　　なる累帯酉己列を認めたが，ここの

、塵匡…唖杢・

白蝋
A粕土
A粘土
A粒土
B粘土
B類土
珪化帯

珪化帯

蝋右
緑色蟻石

鋼管

旭ガラ
ス

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1全』・3！F軌・31Cad．

44・741－4L761・・421・・4・

糊1：器lll：魏．器
　　　　　　i　I
52．24　　0．97　37．161　0．880．35

　　　　　　1　154．41　1。10　31．76　2、60 0．60
62．75、。2232．32、。3、1。．76

　　　　　　　　　1
71、97　　　　　　　16．04i　2．550．76

　　　　　　1　1
器鷺コlll器llllll：ll

58。66旨．8832．25卜楓・。65

S。Gr　課　2。71《げ2，74

Mg・！その他1・碁1・s＄蕊

12．畢均品立

　　サ0．381

0．01’

・0．07

0．09

0、33

0．85

1．43

0．38

tra　、

平均品位に関しては第1回の調査の結果と変りないが

出荷実績から見るとそれぞれSK1番内外低くなつている。

硫化青蟷は約5ん20％の硫化鉄を含有することが，こ

の水簸物の耐火度は試験的に行つた結果によれば次の通

りである。’

　美60メツシユ塚下SK33　5μ以下SK33
何れもX線粉末写真によれぱ，殆んどpyrophylliteだけ

から成つてV・ると言われるが，若干の問題を残してV・る。

M丘0
課0．01

9。78135

7．83　34

7．66　34

7，20　－

7。26　32

6。40　32

4．92　－

4．12　26
7．46　32＋

6、83．一

鉱床に於ても

　蝋石鉱床→珪化帯（Fe－rieh）

叉は硫化青蝋帯→母岩（安山岩）

なる累帯配列を認める。岩生の見

解によれぼ，蝋石鉱床を囲みFe・“

分に富む変質帯の存在することは，

少くとも我国蝋石鉱床に見られる

共通点であつて，探鉱上の重要な，

手懸りとなるものである。なおこ

のFeの形如何は鉱石の性状・鉱

床成因薯の問題に関し重要な意昧

を有し，研究に値するものと思うが，叉別の機会に詳論

し度い。

14．鉱 量

　個々の鉱体1こ関する鉱量の記述は省くが，この鉱山全

体としては次の数字を挙げる事ができる。但し第4鉱体

ボ戸リングB2点，地下20m（海抜776m）以上を計算。

　他に地ヒり堆積友び原地漂砂鉱床として回収し得る鉱

石の量及び捨石の再処理によつて回収し得る鉱石の量と

しで，硫化を含まぬ蟻石数千ton・塚、匠，硫化を含む鉱

石1～2万ton程度を予想し得る。・
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地質調査所月報（第2巻第7号）

一一皿擁．定第・予想陣予副計

難欝約　
硫化青馴

計1約2万t

緬圃約蜘糸1鑓
約8・万t約4羅約8罎

1約86万t阿圃纐班
　但し，確定鉱量は探鉱及び採掘の形式上，嚴密な意昧

で計算出来ない。推定鉱量ばその存在の確認された部分

を囲んで，略々確実にその存在と形とを推定し得る範囲。

予想鉱量は権定鉱量としで算出した部分を囲み，或ぼそ

の他の部分に於て，地質的にその存在が予想される部分

とし，／その確からしさの程度に従つて，即ち予想部分の

』中に含まれる確認部分の分布密度に従つて第一予想と第

二予想と分けた。

　前向の調査に鮫べて，硫化鉄を含まぬ蟻石の鉱量が少

いのは，主として第2鉱体の形状が探鉱によρて判然と

して来たために予想部分の量が減少したからである。

　　　15．現在の稼行の中心及び探鉱

現在の稼行の中心は，六坑・十」坑友び一番坑である。，

即ち

　六坑：第2鉱体の中部より少し下方を稼行中。
　十一坑；第2鉱体の中部よゆ少し上方（六坑より上
　　　　方約15m余〉を稼行中
　　　　　　　　ド　ー番坑：尾根頂上掘割の露天掘と一番坑水準の中

　　　　間を稼行中　　　一

一坑・二坑。四坑は第2鉱体の、ヒ部を稼行したと推定

、されるが，何れも廃坑となり，七坑は第3鉱体⑫中央部

を掘進し1たが，廃坑となつている。

なお往時の捨石選別及び，探鉱坑道掘進に伴う硫化青

蝋を試験的に水簸原鉱として採鉱していることは既に述

べた。

探鉱　は坑道・試錐・ハンドボーリングを以て行われ，

この中，成果を挙げたものは坑道kよる探鉱及び第4鉱

体に於て実施された試錐である。、　　　’

踊・｛甚 鞭：：鷲蘇あ樋部及びそ晒方

　　　　　　鉱体に蒲鉱
試錐：（昭和22年，前回調査の際実施）

　　試　錐　機…・1・…利根式RL50型

　　それぞれのコアーの記録は詑載省略

＊痔号，向纐，青蝋，赤蝋，A粘土，B粘土，ダィア

　スを含み，硫化鉄を殆んど含奪ぬもの

ハンド求嗣リング（昭和22年』前回調査の際鍵施）

試錐と併行しで，第4鉱体尾根頂上掘割限近に20

本行つた。この結果は母岩及び硫化青蝋は明かに識

別されたが，他の鉱石は一般に識別困難で，儒に成

果は得られなかつた。

　　　　16．　生産実績及び現況

生産実績（過去10年聞）

最近10年聞の品質別出荷実績は次の通りである。（但

し法人組織後のもの〉一

　年次
1941　（日召　16）

1942　（〃　17）

1943　（〃　18）
－
1
9
4
4
（ 〃19）
1945（〃20）

1946　（〃　21）

1947（〃22）

1948　（〃　23）

1949　（〃　24）

1950　（〃　25）

出荷量（ton）

li講1騨・

1副（モ鰹鞭

獺．｝．鱗雛

因に，これ以前の分については詑録が明かでなV・が，

概ね

　∫　　ダィァスポァ憩A1203＞80％　7，000ton以上
　　クレー原鉱　　　　　　2～3万ton以上
　橋火物（蹴を餌ず）　・万t・似し

と推定される。

現在の出荷先及ぴその用途

曇灘響霧｝　物原料・．

毬，撃、昂愚劃窯霧羨臨鵬盆所
従業員………32名

艀．結　　論

擦鉱の方針：調査の結果明かにされた鉱床の形状と分

布から次の結論が得られる。

（1）層理の明かな凝灰岩層（caprock）の下部

（2）E」W方向及びNE－SW方向に延びた変質

　　帯の交る部分
（3）地表近くで拡がつて小る鉱床の下部が最も有望

　　であるから，具体的には次の方法によつて探鉱

　　　したV・。

1。第1鉱体の下方へ向つて一番坑をSE方向，又
十二号坑をNE方向へ掘進する。　［

　＊三井研サク工場，昭和電工，理研工業等ヘアヲソダ
ム用として，叉1シ’特殊陶業べ出荷していたo
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北海道精進川鉢山及ぴ雨鱒川鉱山電気探鉱調査報告（室住正義〉

　2。第1鉱体北方の2つの鉱体の採鉱を行う。

　なお目下坑内出鉱の主体を占めてV・る，第2鉱体の十

一坑以上の部分の形状が殆んど確認されていないから，

四坑取明及び掘進によつて，その部分の形を確め鉱量を

更に確実に推定したV・。これは採鉱計圃にも直接の関係

をもつ。

　3。次に広範な地質調査を行つて変質帯の分布を明か

に・したい6

　採鉱の方針：

　1。　変質帯の硫化青典議力：水籔原鉱として使用し得るこ

とになれぼ，採鉱と探鉱とは非常に容易且つ計画的に行

い鴛る。何となれば硫化鉄を含まなV・鉱床の探鉱の爲に

掘進される坑道も，多くの場合広い硫化青蟷帯を通るか

らである。

　2。他の地域の蝋石鉱床と同じように鉱石は所謂「落

込み」の現象を呈するので，正常のシユリンケージ法・

充墳採鉱法・ケ陣ピング法等は採用ずるのに困難が多い。

・特に表土の混入は避けねぼならぬので，グワーリー式

方法も不可である。従つて比較的堅V・変質帯を運搬坑濱

として保全『し，鉱体の内部では充分な間隔で鉱体め延長

方向に直角に幾つかの坑道を切り，それぞれの切立を切

羽として採掘を進め，落込みを侯つて再び採掘を行う方・

が容易であろう。しかし落込みの量が採掘量に達せぬ場

合は，15魚～10m間隔に，坑準を設け，’各坑準ごとに．残柱

空洞掘りを行い，上部坑道より残柱を払う方法も考えら

れる。

硫化青蝋は気候的制約のため全部の露天掘りは不利で

あるが，残柱空洞掘等を併用さ・ぜることが可能であろう。

　鉱扇の処理ξ利溺＝硫化青蝋の水簸物の品質別実収

率と，それぞれの環途に特に留意する必要カミある。見透

しとしては耐火度の比較的璽定したSK33とSK34の

ものが得られることが確定であり，一部試験ずみである。

將來牲；硫化青蟷の水簸が成功すれば，探鉱。採鉱・

鉱石の利用の面に於て共に困難性が減じ，明るV・見透し

を与える。

’因に25年12月末現在の水簸試験は，第1期計画に

よるモデノしタイプの一部完成して月産水簸物45tonを出

産している。

26年1月末1には完成，月産150ton以／上とな為予定・
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Cont曲utiontotheElec意ricalPr卿eε伽霧
並Shりji蹴g岬aSu恥蹴腋ihe我磁A血e・

　masugawaSnl凶ur瞳ne，Hokkai面．

by

Masayoshi　Murozumi

　Electric＆1prospectingwasappliedby　means

o£S．P．and』resistivity　methodstoSh6jingawa

段nd　Amemasugawガmines，in　order　to　know

the　dimenSions　of『sulph血r　ore　depoSits，and

diScgvernewOrOdepoSit銑
　In　the　ShOjingawa　mine，two　remarkable

S』P．＆nomalies　and　some　五ig葺　resiStivity

zones’h＆ve　been至ound訊t　the　w6stem　side

。fthe。壬edep・sitw・rkedn・w，a頭s・me
indic＆tions　by　which　the　necessity　of　the

future　prospecting　will　be　suggeste（i　are

found　at　the　southern　part　of　this　deposiし

　In　the　casβof　the　Amεmasug駄w翫mine，　、
、both　S．P．　anomεし1ies　and　high　resistivity

zoneshavebeenfoundattlles＆mepartin
this　area．These　anomalies　are　distributed

in　the　silici丘e（1zon6s．　On　the　other　h3nd多

王owresistivityareaswhichwouldapPearin
a　clayey　zone　are　found　at　the　southern　side．

of　thiS　high　resistivity　zones．Some　suitable

滞物理探鉱部
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